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【目的】前回、北海道でのダッタンソバの栽培およびそば加工

品と地域での普及活動について調査報告した。今回、北陸なら

びに本州に適したダッタンソバの改良品種（北陸 4 号）を新潟

県中越地区（中魚沼郡）で栽培し、その加工品や料理などを通

し、地産地消や地域振興などの普及活動について報告する。  

【方法】「新潟県ダッタンそばの会」と「苗場山麓そば会」によ

るダッタンソバ（北陸 4 号）の栽培試験を行った。その収穫し

たダッタンソバを製粉したもの（そば粉）、生麺および乾麺のル

チン量を HPLC で測定した。さらにだったんそば粉を原料とし

た笹餅、切り餅、固餅やこんにゃく、豆腐などを試作した。ま

た、食育の一環として、だったんそば粉を地元の料理学校に提

供し、その利用方法について検討した。  

【結果】遊休地を利用したダッタンソバの生産について、ある

程度の生産性は認められたが、気候などの生育条件などが今後

の課題である。製粉したそば粉のルチン含有量は、中心粉から

外層粉に向かうほど多く含まれていた。だったんそば を用いた

試作については、商品化できるものに仕上がった。 さらにだっ

たんそば粉を利用したメニューには、和洋中の創作料理などが

多く提案された。  

【考察】ダッタンそばの生産性の改善などについては、検討す

る余地があるが、ダッタンソバの食材利用としての可能性は大

きいと考える。  



 

 


